
新規マーケットに活路を求める携帯電話

携帯電話やｉモードなどのケータイ・

インターネット接続は、ここ2〜3年の間

に急激な伸びを見せたが、電子情報技術

産業協会が今年5月に発表した2001年度

の自動車・携帯電話の国内出荷実績は

4200万台にとどまり、前年度に比べて

15.1％減となった。PHSを含めた移動電

話全体でも、出荷実績は4540万台で、

過去最高だった前年度よりも16.8%低下

している。2001年度前半は、毎月ほぼ

400万台の出荷実績であったが、後半は

300万台前後に落ち込み、2001年6月以

降10か月連続で前年割れとなっている

（資料4-3-2）。

この原因として、人口に対する普及率

がすでに6割に迫り、新規加入者が伸び

悩んでいることが挙げられる。実際、最

近の月別契約者数も前年度割れしてい

る。さらに出荷実績を支えていた、iモー

ドなどネット対応機種への買い替えも一

巡したことに加え、長引く不況の影響で、

買い控えによる需要の低迷などがあった

ことが主な原因であると思われる。音声

中心だった携帯型電話機としての市場は、

踊り場を迎えて新たな展開が求められて

いる時期であるとも言えるだろう。そのた

め、各携帯電話事業者の今後の商品戦略

は、限られたパイの中で、いかにシェアを

拡大するか、音声通話以外のマーケット

をいかに開拓するかといった点に注力し

ていくものと思われる。

写メールやGPS付きなど、多様化が進む

2001年の携帯電話の動向の中で、注

目されるのは、J-フォンの写メールの大ヒ

ットだ。携帯電話に簡易なデジタルカメ

ラ機能を持たせたことにより、写真を手

軽にケータイメールに添付して送ったり、

オリジナルの待ち受け画面にできるように

なった。各社がほぼ似たような機能・性

能だった携帯電話市場において、「カメラ

付き」は差別化の要素となり、J-フォン

のシェアを大きく伸ばした。写メールの大

ヒットを受けて、現在、各社とも、静止

画や動画像のメールサービスを開始して

いる。

一方、au（KDDI）はGPS機能を携

帯電話に搭載させた。この位置情報機能

を利用して、警備会社のセコムが、位置

追跡を行う「ココセコム」というサービ

スを行っている。

NTTドコモでは、携帯電話の液晶画

面に二次元バーコードを表示させること

により、自動販売機でお金を投入せずに

飲料を購入するシステム「Cmode」や、

通話料金の請求書代わりにコンビニエン

スストアで利用できるシステムの展開を図

っている。また、「Cmode」対応自動販

売機やPOSレジなどとの情報交換が可能

な赤外線通信機能を搭載した504ｉシリ

ーズも発表しており、今後、携帯電話は、

単なる通話目的の道具としてだけでなく、

コンテンツ配信やナビゲーション、さらに

は、財布や定期券代わりに一般に使われ

るようになる日も近いことだろう。

コンテンツがカギを握る第3世代携帯電話

2001年10月、NTTドコモは世界に先

駆け、3G（第3世代）の携帯電話「FOMA」

の本格的な商用サービスを開始した。リ

アルタイムの動画映像を使ったTV電話

や、下りで最大384kbpsとこれまでの約

40倍のスピードでパケット通信が行える

など、従来のケータイにない、さまざま特

徴を備えている。しかし、2002年4月現

在の加入者数は、10万人程度と伸び悩ん

でいる。この理由として、サービスエリア

がまだ全国の主要都市に限定されている

ことや、端末の種類が少ないこと、電池

のもちが悪いことなどが挙げられている。

これに対して、NTTドコモでは、今年度

末には、サービスエリアも人口カバー率

90%以上に達し、端末のラインナップも

充実し、技術的な成熟度も上がるとして、

138万人の加入者を見込んでいる。

一 方 で、 au（ KDDI） は、 従 来 の

cdmaOneの通信スピードを下り最大

144kbpsに拡張したCDMA2000 1xと称

するサービスを今年4月から始めたが、１

か月の間に加入者数が30万人を超えてい

る。384kbpsのFOMAに対して、半分

以下のスピードであるが、cdmaOneのサ

ービスエリアで、そのまま手軽に使える点

が、受け入れられた理由のようだ。

また、J-フォンでは、昨年末から延期

され、2002年6月末にサービス開始予定

だったW-CDMAのサービスを年末に再延

期すると発表した。この理由として、

3GPP（Third Generation Partnership

Project）の新しい仕様に対応することが

挙げられているが、やはり、半年間の試

験サービスにより、3G携帯電話のメリッ

トを活かした利用方法の開拓や他社動向

を見極めてから、本格展開を図りたいと

いう意向が感じられる。

今後、3Gの性能を十分に活かしたサー

ビスやアプリケーションが登場するかどう

かが、第3世代携帯電話の成否を左右す

ることだろう。

マルチメディア端末化するPDA

ここ数年、パソコンの販売数が頭打ち

になっているのに対し、PDAは、順調に

売り上げを伸ばしていた。しかし、2001

年は、景気の低迷の影響を受け、PDA

も前年比で約80％の売り上げにとどまっ

たようだ。

一方、端末のスペック面でも、大きな

変化があった。これまで、PDAの使われ

方としては、シャープのザウルスやパーム

OSを採用した端末に代表されるように、
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住所録やスケジュール管理、メモといっ

たPIM機能が主で、パソコン上のPIMデ

ータとシンクロ（同期）させて使うとい

ったものが主だった。しかし、昨年あた

りから、ソニーがパームOSを採用した

PDAのクリエを、ウォークマンのように

デジタル圧縮された音楽プレイヤー的な

使い方を前面に出して市場投入し、成功

した。ザウルスもビデオの録画、再生機

能といった面をアピールするなど、マルチ

メディア端末化が進んでいる。現在、ほ

とんどのPDAが、画面のカラー化や高精

細度化に取り組んでいる状況だ。

特に、パームOSよりも、マルチメディ

アコンテンツに向いているとされるマイク

ロソフト社のWindowsCEをOSに採用し

たPocketPCと呼ばれる種類のPDAに、

最近、各社が相次いで参入してきたこと

が注目される。これまでは、カシオ計算

機、ヒューレットパッカード、コンパック

コンピュータ、それにNTTドコモがこの

種のPDAを販売していたが、最近ではこ

れに加え、東芝、NEC、富士通など、

コンピュータメーカー各社が製品を発表

している。

携帯電話が従来のPDA的な機能を持

ち始め高機能化している現在、PDAはそ

の画面の大きさやCPUの性能を活かした

領域へと移行するだろう。

今年の新しい動きとしては、パーム社

が、よりマルチメディアにシフトした新

OS「パームOS5」をリリースし、CPUも

PocketPCと同様のARMチップに対応す

ることが注目される。また、PocketPC、

パームをはじめ、シンビアンのEPOCなど、

OSメーカー各社は、いずれも携帯電話と

の融合を目指しており、今後はPDAに携

帯電話機能が入った「PDAフォン」とい

ったジャンルの機器が登場してくることも

予想される。

一方、ソニーのバイオUやビクターのイ

ンターリンクXP、さらには米OQO社の

ウルトラ・パーソナルコンピュータ（写真）

のように、パソコンメーカー各社は、最

近、相次いで、モバイル用途の超小型の

パソコンを発表しており、PDAとの境界

がだんだん曖昧になってきている。携帯

電話とパソコンの両方の領域から浸食さ

れつつあるPDAの今後のあり方が問われ

ていると言えよう。

IP電話、無線との融合も

無線LANは、コードレスの手軽さが受

けて、従来のLANケーブルによる接続に

代わり、オフィスや一般家庭などで昨年

あたりから、急速に普及している。従来

は、いずれも構内だけの利用で、屋外へ

持ち出して使う場合には、PHSカードや

携帯電話などの公衆無線回線を使っての

通信だった。しかし、昨年から、いくつ

かの事業者がファーストフード店やカフ

ェ、ヘアサロンといった公衆エリアに「ホ

ットスポット」と呼ばれる無線LANのア

ク セ ス ポ イ ン ト を 用 意 し て 、

IEEE802.11bの規格の無線LANカード

を取り付けたノートパソコンさえ準備すれ

ば、自由に利用できる実証実験を開始し

ている。今年は、いよいよ商用サービス

が相次いで始まる予定だ。また、ホテル、

空港、商業ビル内など行った場所でも、

顧客サービスの一環として無線LANを使

える場所が増えてきている。

無線LANでの通信スピードは、最大

11Mbpsと、FOMAの最大384kbpsとい

う値に比べても桁違いに速く、今後、無

線通信事業者は、無線LANとどう関わ

り、どう住み分けるかといったことが課題

になるだろう。実際にNTTドコモも無線

LANサービスの実証実験を開始してお

り、KDDIも無線LANと第3世代携帯電

話との複合サービスを計画しているとい

う。今後は、FOMAなどの第3世代携帯

電話やPHSなどと、無線LANの間での

シームレスなサービスの連携などが期待で

きる。

現在、常時接続のブロードバンドを利

用した格安料金のIP電話が話題だが、近

い将来、ホットスポットを利用した無線

のIP電話が登場してもおかしくないだろ

う。急速な勢いで進歩し、普及していく

インターネットと無線通信の動向には、

今後も目が離せない状況だ。

（入鹿山剛堂　SOHO/モバイル研究家）
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写真1　OQO社のウルトラ・パーソナルコンピュータ 出所　JEITA（社団法人電気通信事業者協会）資料を元に作成

資料4-3-2　移動電話全体の出荷台数
（万台） 
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